
歯
は
一
生
を
か
け
て
守
る
も

の
。
歯
の
健
康
状
態
は
、
体
全
体

に
も
影
響
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
歯
周
病
は
、
ほ
と

ん
ど
自
覚
症
状
が
な
く
進
行
す
る

病
気
で
す
。
そ
の
予
防
法
や
最
新

情
報
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

▽
１
月
24
日
œ
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
、
総
合
保
健
セ
ン
タ
U

で
。
講
師
は
三
鷹
市
歯
科
医
師
会

の
船
越
光
豊
さ
ん
。
市
民
健
康
手

帳
を
お
持
ち
の
方
は
当
日
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
同
セ
ン
タ
U

ò
46
―
３
２
５
４

へ
申
し
込
む
（
窓
口
で
も
可
）
。

先
着
50
人
。

昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
62
年
10

月
１
日
生
ま
れ
の
未
接
種
の
方
で

希
望
者
に
、
風
し
ん
予
防
接
種
を

行
い
ま
す
。
す
で
に
風
し
ん
に
罹

患
し
た
方
と
Ｍ
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・

お
た
ふ
く
か
ぜ
・
風
し
ん
）
予
防

接
種
を
受
け
た
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

▼
総
合
保
健
セ
ン
タ
U

ò
46
―
３

２
５
４
へ
申
し
込
む
。
予
診
票
と

医
療
機
関
リ
ス
ト
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
お
近
く
の
協
力
医
療
機
関

で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

風しん予防接種を実施

昭和54年４月２日～

62年10月１日生まれの
未接種の方

基
本
健
康
診
査
（
一
般
健
康
診

査
・
若
年
健
康
診
査
・
成
人
歯
科

健
康
診
査
・
特
別
精
密
健
康
診

査
）
は
、
誕
生
月
に
よ
っ
て
受
診

期
間
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。現
在
、

１
月
〜
３
月
生
ま
れ
の
方
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
申
込
期
間

２
月
22
日
–
ま
で

◆
受
診
期
間

３
月
15
日
–
ま
で

※
１
月
〜
３
月
生
ま
れ
の
方

で
、
①
一
般
健
康
診
査
に
つ
い
て

は
41
歳
以
上
で
三
鷹
市
国
民
健
康

保
険
加
入
の
方
と
65
歳
以
上
の
す

べ
て
の
方
、
②
特
別
精
密
健
康
診

査
の
対
象
者
（
１
月
〜
３
月
に
40

歳
・
50
歳
・
60
歳
に
な
る
方
）
に

は
12
月
下
旬
に
受
診
票
を
発
送
し

ま
し
た
。
万
一
届
い
て
い
な
い
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
①
②
以
外
の
方
は
申
し
込
み
が

必
要
。
総
合
保
健
セ
ン
タ
U

ò
46

―
３
２
５
４
へ
直
接
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
む
。

三
鷹
消
防
署
で
は
、
三
鷹
市
医

師
会
・
三
鷹
市
歯
科
医
師
会
の
病

院
・
診
療
所
や
緊
急
医
療
機
関
の

所
在
地
・
電
話
番
号
・
診
療
科

目
・
診
療
時
間
・
休
診
日
な
ど
に

つ
い
て
、
毎
日
24
時
間
電
話
で
ご

案
内
す
る
サ
U

ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
電
話
番
号

ò
47
―
０
１
１
９

◇
東
京
消
防
庁
テ
レ
ホ
ン
サ
U

ビ

ス
に
よ
る
医
療
機
関
案
内
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
電
話
＝
ò
０
４
２

５
―
21
―
２
３
２
３
（
多
摩
地

区
）
・
ò
03
―
３
２
１
２
―
２
３

２
３
・
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
＝
＃
７
１

１
９（
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
回
線
の
み
）

有
効
期
間
が
平
成
14
年
３
月
31

日
ま
で
の
都
医
療
券
ま
た
は
受
給

証
特
を
お
持
ち
の
方
は
、
三
鷹
武

蔵
野
保
健
所
で
お
早
め
に
更
新
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
な

書
類
は
す
で
に
お
送
り
し
て
い
ま

す
が
、同
保
健
所
に
も
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
同
保
健
所
ò
54
―
２

１
６
１
ま
た
は
都
衛
生
局
特
殊
疾

病
対
策
課
ò
03
―
５
３
２
０
―
４

４
７
２
へ
。

対
象
は
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者
。
専
門
医
が
直
接
相
談
を

受
け
、
必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

ま
す
。

▽
２
月
19
日
Õ
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
、
三
鷹
武
蔵
野
保
健
所
で
。

講
師
は
東
大
和
療
育
セ
ン
タ
U

小

児
神
経
科
医
長
の
鈴
木
文
晴
さ

ん
。

▼
同
保
健
所
保
健
サ
U

ビ
ス
課
保

健
指
導
係
ò
54
―
２
１
６
１
へ
申

し
込
む
。

専
門
医
と
保
健
婦
に
よ
る
個
別

相
談
を
行
い
ま
す
。

◆
一
般
精
神
保
健
相
談
＝
２
月
12

日
Õ
、
13
日
Œ
、
18
日
Ã
、
19
日

Õ
。
眠
れ
な
い
、
何
も
し
た
く
な

い
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
、
人

と
接
す
る
の
が
つ
ら
い
な
ど
。

◆
老
人
保
健
相
談
＝
２
月
４
日

Ã
。
お
年
寄
り
の
心
の
問
題
や
行

動
の
変
化
な
ど
。

◆
思
春
期
相
談
＝
２
月
20
日
Œ
。

思
春
期
〜
青
年
期
の
心
の
悩
み
や

家
族
問
題
な
ど
。

◆
ア
ル
コ
U

ル
ミ
U

テ
ィ
ン
グ
＝

２
月
12
日
Õ
、
ア
ル
コ
U

ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
＝
２
月
26
日
Õ
。
ア
ル
コ

U

ル
依
存
症
な
ど
を
克
服
し
、
生

活
を
改
善
す
る
た
め
、
本
人
や
家

族
が
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か

な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

▼
い
ず
れ
も
事
前
に
同
保
健
所
保

健
サ
U

ビ
ス
課
ò
54
―
２
１
６
１

へ
申
し
込
む
。
相
談
時
間
は
午
後

２
時
〜
４
時
、
相
談
場
所
が
武
蔵

野
・
三
鷹
と
分
か
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
相
談
日
以
外
で
も
保
健
婦

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

三
鷹
市
助
産
婦
会
主
催
「
助
産

婦
と
一
緒
に
赤
ち
ゃ
ん
と
遊
び
ま

し
ょ
う
」
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

U

改
修
工
事
の
た
め
１
・
２
月
は

お
休
み
に
な
り
ま
す
。

∞
同
会
ò
47
―
６
２
１
４

東
京
都
主
催
。対
象
は
保
護
者
、

保
健
婦
・
養
護
教
諭
な
ど
。
小
児

心
臓
病
専
門
医
師
に
よ
る
講
演

「
心
臓
病
と
学
校
生
活
―
幼
稚

園
・
保
育
園
か
ら
始
ま
る
集
団
生

活
」
と
生
活
医
療
相
談
。

▽
１
月
26
日
—
午
後
１
時
〜
４
時

15
分
、
都
庁
第
一
本
庁
舎
５
階
大

会
議
場
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
東
京
都
母
子
保
健
課
業
務
係

ò
03
―
５
３
２
０
―
４
３
７
１

２
月
は
14
日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
U

に
ち
な
ん
で
、
愛
ら
し
い
春

の
花
々
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習

を
行
い
ま
す
。

▽
２
月
７
日
œ
午
後
１
時
〜
３

時
、
ス
ペ
U

ス
・
Ｓ
（
下
連
雀
一

丁
目
）
で
。
材
料
費
２
千
円
。

▼
こ
も
れ
び
事
務
局
ò
42
―
４
４

６
９
へ
申
し
込
む
。
定
員
10
人
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
も
れ
び
で
は
、

市
と
提
携
し
、
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
方
と
一
緒
に
月
１

回
、
市
内
近
隣
へ
の
外
出
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ん
息
を
中
心
と
し
た
ア
レ
ル

ギ
U

治
療
に
つ
い
て
、
病
院
で
で

き
る
こ
と
、
家
庭
で
し
て
ほ
し
い

こ
と
な
ど
。

▽
２
月
15
日
–
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
、
都
民
ホ
U

ル
（
都
議
会
議

事
堂
１
階
）
で
。
講
師
は
埼
玉
医

科
大
学
呼
吸
器
科
科
長
の
坂
本
芳

雄
さ
ん
。

▼
２
月
６
日
Œ
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
電

子
メ
U

ル
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
質
問
を
記
入
し

「
〒
163
―
８
０
０
１
新
宿
区
西
新

宿
２
―
８
―
１
東
京
都
衛
生
局
生

活
環
境
部
環
境
保
健
課
・
¿
03
―

５
３
８
８
―
１
４
３
１
・S

0
0
0

3
1
3
@
section.m

etro.toky
o.jp

」
へ
申
し
込
む
。

市役所代表電話0 4 2 2 － 4 5 － 1 1 5 1 健康　�

こ
の
２
つ
の
病
気
は
甲
状
腺

の
病
気
で
す
。
甲
状
腺
は
の
ど

ぼ
と
け
の
す
ぐ
下
に
あ
る
臓
器

で
、
そ
こ
か
ら
分
泌
さ
れ
る
甲

状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
多
く
な
っ
て

も
少
な
く
な
っ
て
も
、
身
体
の

方
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
て

き
ま
す
。

生
ま
れ
つ
き
甲
状
腺
ホ
ル
モ

ン
が
少
な
い
先
天
性
甲
状
腺
機

能
低
下
症
は
成
長
障
害
を
き
た

す
の
で
、
新
生
児
の
と
き
に
検

査
が
行
わ
れ
ま
す
。

成
人
で
の
甲
状
腺
機
能
低
下

症
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
、
橋

本
病
に
よ
る
も
の
で
す
。
橋
本

病
は
大
正
元
年
に
九
州
大
学
教

授
の
橋
本
策
博
士
が
初
め
て
報

告
し
た
病
気
で
、
日
本
人
の
名

前
が
つ
い
た
疾
患
と
し
て
世
界

的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

橋
本
病
は
別
名
を
慢
性
甲
状

腺
炎
と
い
い
、
甲
状
腺
組
織
を

抗
原
と
し
た
抗
原
抗
体
反
応
に

よ
っ
て
、
甲
状
腺
組
織
の
線
維

化
を
お
こ
す
自
己
免
疫
疾
患
の

１
つ
で
す
。

始
め
の
う
ち
は
、
甲
状
腺
が

少
し
硬
く
触
れ
ま
す
が
、
甲
状

腺
機
能
が
正
常
な
場
合
に
は
、

治
療
せ
ず
に
経
過
を
観
察
し
ま

す
。
進
行
す
る
と
甲
状
腺
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
が
少
な
く
な
っ
て

甲
状
腺
機
能
低
下
症
の
症
状
が

出
て
き
ま
す
。

だ
る
さ
、
は
れ
ぼ
っ
た
い
感

じ
、
寒
が
り
、
抜
け
毛
な
ど
の

ほ
か
、
無
気
力
と
な
り
、
あ
た

か
も
う
つ
病
の
よ
う
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
治
療
と
し
て

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
を
服
用
す
る

と
、
う
そ
の
よ
う
に
症
状
が
と

れ
て
元
気
に
な
り
ま
す
。

成
人
女
性
の
約
10
％
に
甲
状

腺
自
己
抗
体
が
陽
性
に
出
る
と

い
わ
れ
、
橋
本
病
の
場
合
、
そ

の
95
％
が
女
性
で
す
。

一
方
、
バ
セ
ド
ウ
病
は
甲
状

腺
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
多
く
な

る
病
気
で
、
甲
状
腺
機
能
亢
進

症
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
ど
う

き
が
続
い
て
、
疲
れ
易
く
、
汗

を
か
く
こ
と
が
多
く
な
り
、
手

指
が
ふ
る
え
て
い
ら
い
ら
し
て

き
ま
す
。

甲
状
腺
が
は
れ
て
き
て
、
眼

が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
冬
で
も
暑
が
り
に
な
り
、

下
痢
し
易
く
、
食
欲
が
あ
る
の

に
や
せ
て
き
ま
す
。
が
ん
や
糖

尿
病
を
心
配
し
て
検
査
を
し
て

も
異
常
な
く
、
結
局
バ
セ
ド
ウ

病
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

治
療
と
し
て
は
、
抗
甲
状
腺

剤
を
根
気
よ
く
１
年
以
上
内
服

し
ま
す
。
ほ
か
に
手
術
や
放
射

線
療
法
も
あ
り
ま
す
。

首
の
下
の
方
に
注
目
し
て
、

は
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

橋
本
病
、
バ
セ
ド
ウ
病
の
ほ
か

良
性
の
腫
瘍
や
が
ん
の
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。（
三
鷹
市
医
師
会
）

橋
本
病
と
バ
セ
ド
ウ
病

１月の環境・食品・獣医衛生出張窓口
●日　時 １月31日œ午後１時～４時

●場　所 三鷹市総合保健センター別館

●業務内容

①環境・食品・獣医衛生の相談受付

②食品関係営業許可の申請および変更

届などの受付

③環境衛生関係営業許可の申請および　

変更届などの受付

④受水タンクをもつ水道水、井戸水、

プール水の水質検査容器の無料配布

（検査の受付は別途保健所で行いま

す。飲用適否の検査料金は9900円で

す。なお、プール水は項目別料金で

す）。

≥東京都三鷹武蔵野保健所生活衛生課

ò54―2161

※次回は２月28日œです。

三鷹武蔵野保健所

■夜間精神保健電話相談のご案内
こころに関する悩みや問題につい

て、保健婦が夜間に電話による相談

をお受けします。
◇受付時間
平日　午後５時30分～８時

◇受付専用電話
ò54―2162

■土曜日サービスのご案内
毎月、第１土曜日（祝日の場合は

第２土曜日）に保健婦や栄養士によ

る健康相談、医療費助成申請、食品

衛生、環境衛生、医事、薬事の申請

受付および動物に関する相談を行っ

ています。
◇受付時間
午前９時～午後５時

基
本
健
康
診
査
の

受
診
期
間
が

始
ま
り
ま
し
た

１
月
〜
３
月
生
ま
れ
の
方

「
赤
ち
ゃ
ん
と

遊
び
ま
し
ょ
う
」

お
休
み
の
お
知
ら
せ

心
臓
病
の

子
ど
も
を
も
つ

親
の
つ
ど
い

高
齢
者
の
た
め
の

「
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」

■
「
言
葉
の
遅
れ
、
運
動
の
　

遅
れ
」
療
育
相
談

■
ア
レ
ル
ギ
ー
と
の

つ
き
あ
い
方

〜
ぜ
ん
息
予
防
講
習
会

■
難
病
医
療
券

（
都

医
療
券
・
受
給
証
特
）

の
更
新
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

■
精
神
保
健
相
談

医
療
機
関
情
報
24
時
間
案
内

◇
３
千
円
　
井
筒
初
枝
　
◇
１
万
４
千
円
　

東
京
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
献
血
推
進
活

動
協
力
者
一
同
　
◇
１
万
円
　
宍
戸
安
恵

◇
３
万
９
千
147
円
　
三
鷹
市
消
費
者
活

動
セ
ン
タ
U

運
営
協
議
会
事
業
部
生
活
用

品
活
用
市
　
◇
１
万
８
千
347
円
　
下
連
雀

第
三
地
区
代
表
寺
井
恵
美
子
　
◇
２
万
円
　

大
崎
勝
利
　
◇
11
万
２
千
337
円
　
新
道

北
通
り
納
税
貯
蓄
組
合
　
◇
８
千
円
　
板

橋
智
江
　
◇
１
万
円
　
鈴
木
朝
子
　
◇
１

万
円
　
丹
生
末
雄
　
◇
１
万
円
　
増
山
よ

し
み
　
◇
２
万
745
円
　
㈱
細
谷
電
業
社

◇
５
万
円
　
高
橋
喜
助
　
◇
２
千
円
　
松

井
治
兵
衛
　
◇
１
万
円
　
太
田
ふ
く
　
◇

３
千
320
円
　
伯
田
亥
之
助
　
◇
１
万
円

の
崎
Ｈ
・
Ｙ
　
◇
３
万
７
千
800
円
　
リ
サ

イ
ク
ル
市
民
工
房
　
◇
３
千
250
円
　
実
藤

由
喜
子
　
◇
２
万
500
円
　
匿
名
６
件

◇
１
千
84
円
　
河
村
登
美
子
　
◇
１
千
142

円
　
さ
つ
き
長
寿
会
　
◇
１
千
669
円
　
四

ツ
葉
と
き
わ
ク
ラ
ブ
　
◇
319
円
　
弥
生
会

◇
324
円
　
高
砂
会
　
◇
560
円
　
募
金
箱
　

三
鷹
駅
市
政
窓
口
　
◇
390
円
　
募
金
箱

千
代
乃
湯
　
◇
２
千
１
円
　
深
明
会
　

◇
578
円
　
中
島
富
之
　
◇
87
円
　
油
井
隆

弘
　
◇
325
円
　
中
原
三
葉
会
　
◇
１
千
323

円
　
三
鷹
市
赤
十
字
奉
仕
団
　
◇
847
円

友
和
と
き
わ
ク
ラ
ブ
　
◇
１
万
６
千
629
円

山
中
百
生
会
　
◇
１
万
８
千
206
円
　
牟

礼
和
良
久
会
　
◇
１
千
249
円
　
下
連
雀
愛

寿
会

◇
３
万
円
　
大
崎
勝
利
（
三
鷹
第
一
作
業

所
育
成
室
へ
）

◇
１
千
500
円
　
匿
名

（
み
た
か
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
へ
）

◇
30

万
円
　
定
村
享
子
（
三
鷹
第
一
作
業
所
ゆ

う
ゆ
う
舎
へ
）

◇
10
万
円
　
藤
森
岸
代

（
三
鷹
市
の
福
祉
の
た
め
に
）

◇
10
万

円
　
立
正
佼
成
会
・
一
食
を
捧
げ
る
運
動

を
進
め
る
会（
三
鷹
市
の
福
祉
の
た
め
に
）

◇
50
万
円
　
㈱
丸
利
根
ア
ペ
ッ
ク
ス

（
子
育
て
支
援
施
策
の
た
め
に
）

◇
５
万
円
　
㈱
上
野
原
カ
ン
ト
リ
U

ク
ラ

ブ
　
◇
40
万
円
　
高
橋
一
夫
　
◇
９
千
500

円
　
高
橋
喜
美
子
　
◇
27
万
864
円
　
匿
名

３
件

◇
５
千
円
　
佐
久
間
綾
子
　
◇
１
万
４
千

円
　
Ｊ
Ｐ
Ｓ
三
鷹
支
部
　
◇
４
千
28
円
　

第
18
回
福
祉
の
街
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い

参
加
者
一
同
　
◇
９
万
１
千
600
円
　
牟
礼

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U

祭
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
コ
U

ナ
U

売
上

三
鷹
駅
周
辺
住
民
協
議
会
が
行
っ
た
同

募
金
で
は
、
昨
年
末
ま
で
に
２
万
２
千
956

円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

∞
同
協
議
会
ò
71
―
０
０
２
５

■
一
般
寄
付

（
敬
称
略
）

■
愛
の
一
円
玉
募
金

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

■
米
国
同
時
多
発
テ
ロ

犠
牲
者
救
援
募
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
社
会
福
祉
事
業
団
へ

■
指
定
寄
付


